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＊
印
は
新
メ
ン
バ
ー
で
す

規
則
第
12
条
第
2
項
に
よ
る
登
録
理
事

・
依
田
禎
子（
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
）　
　
　
副
会
長

・
荒
木
哲
也（
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
）　
厚
生
委
員
会

・
廿
楽
茂（
遊
座
大
山
）　
　
　
　
事
業
委
員
会

・
鎌
田
康
寛（
遊
座
大
山
）　
事
業
･
広
報
委
員
会

・
長
見
雅
男（
上
板
北
口
）　
総
務
･
事
業
委
員
会

・
斉
藤
英
雄（
志
村
銀
座
）　
交
通
防
犯
委
員
会

・
池
田
光
良（
成
増
商
）　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
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也

総
務
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員
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（
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会
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井
　
巌

教
養
委
員
会
　
佐
藤
傳
委
員
長
　
山
上
栄
　
本
多
清
司
　（
女
性
部
事
業
の
買
い
物
支
援
、区
民
ま
つ
り
等
の
事
業
協
力
を
行
う
。）
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光
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藤
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友
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萱
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平
成
25
年
度
　定
時
総
会

女
性
部
部
長
　
岩
渕
　
紀
子

青
年
部
部
長
　
齋
藤
　
得
彌

　

定
時
総
会
は
飯
塚
副
会
長

の
司
会
で
は
じ
ま
り
、
冒
頭

の
挨
拶
に
た
っ
た
原
田
会
長

は
、
昨
年
行
わ
れ
た
区
政
80

周
年
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
や
協
力
へ
の
感
謝
を

話
さ
れ
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
が
発
行
で
き
ず
残
念

だ
っ
た
こ
と
な
ど
あ
げ
、
本

年
度
も
皆
さ
ん
で
努
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
原
田
会
長
を
議

長
に
、
第
一
号
議
案
か
ら
第

五
号
議
案
ま
で
一
括
審
議
し
、

続
い
て
25
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
の
審
議
も
ス
ム

ー
ズ
に
進
み
、
役
員
の
改
正

で
は
、
原
田
会
長
が
続
投
さ

第28回

定
時
総
会

定
時
総
会
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事
務
局
人
事
異
動

事
務
局
に
村
木
賢
司
氏

　

こ
の
四
月
、
板
橋
区
役
所
福
祉

部
管
理
課
を
定
年
退
職
し
商
連
事

務
局
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

不
慣
れ
で
す
が
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

れ
る
ほ
か
新
た
に
選
任
さ
れ
た

（
左
記
参
照
）
役
員
が
拍
手
で
承

認
。
５
期
目
を
迎
え
た
原
田
会
長

よ
り
、「
非
常
に
厳
し
い
時
代
、

新
メ
ン
バ
ー
で
一
生
懸
命
や
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
挨
拶
さ

れ
、
須
藤
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
懇
親
会
に
入
り
北
村

総
務
委
員
長
の
司
会
で
小
原
副
会

長
の
開
会
の
こ
と
ば
の
あ
と
原
田

会
長
の
挨
拶
。「
ス
ム
ー
ズ
に
総

会
が
済
ん
だ
の
で
恵
比
須
顔
で

す
。」
と
始
ま
り
「
区
商
連
創
立

60
周
年
を
迎
え
新
役
員
と
も
ど
も

元
気
な
商
店
街
を
目
指
し
大
い
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
今
期
も
原

田
節
の
頼
も
し
い
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
来
賓
の
坂
本
板
橋
区
長
は
挨

拶
の
な
か
で
「
商
店
街
の
多
岐
に

わ
た
る
ご
活
躍
に
感
謝
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
今
年
度
の
商
店
街
の
活
躍
に

ま
た
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
茂
野
板
橋
区
議

会
議
長
、
下
村
文
部
科
学
大
臣
の

奥
様
、
橘
都
議
会
議
員
、
浅
川
志

村
消
防
署
署
長
、
鈴
木
町
会
連
合

会
会
長
、
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
吉

川
産
業
連
合
会
会
長
の
発
声
で
懇

親
会
が
開
宴
さ
れ
ま
し
た
。

 　

今
季
も
ま
た
活
気
あ
ふ
れ
る
懇

親
会
と
な
り
大
盛
況
の
ま
ま
無
事

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
19
回
女
性
部
定
時
総
会
が
６

月
５
日（
火
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

依
田
部
長
は
「
皆
様
の
お
か
げ

で
も
う
19
回
に
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
来
年
の
20
周
年
は
、
大
々

的
に
楽
し
く
や
ろ
う
と
準
備
し
て

い
ま
す
。」
と
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま

し
た
。
続
い
て
24
年
度
事
業
報
告
、

24
年
度
収
支
決
算
報
告
、
25
年
度

事
業
計
画
案
、
25
年
度
収
支
予
算

案
を
審
議
し
拍
手
を
持
っ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
の
件
で
は
、
永
年
女

性
部
長
を
務
め
ら
れ
た
依
田
部
長

が
区
商
連
の
副
会
長
と
な
り
、
女

性
部
の
兼
任
が
で
き
な
い
た
め
、

理
事
と
な
り
、
副
部
長
の
岩
渕
紀

子
さ
ん
が
新
部
長
に
就
任
し
「
若

い
人
た
ち
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
若
い
人
を
入
れ
て

い
こ
う
と
副
部
長
に
新
し
く
高
橋

圭
子
さ
ん
が
選
任
、
上
板
橋
北
口

商
店
街
で
の
活
躍
ぶ
り
を
み
て
是

青
年
部
で
は
、
６

月
４
日
（
火
）
第

28
回
定
期
総
会
を

滞
り
な
く
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

本
年
度
役
員
改
選

の
年
と
な
り
議
事

と
し
て
審
議
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、

引
き
続
き
現
執
行

部
体
制
で
運
営
に

あ
た
る
よ
う
満
場

一
致
で
ご
承
認
を

い
た
だ
き
決
議
さ

れ
た
。

ま
た
、
事
業
報
告

で
は
、
昨
年
の
総
会
で
事
業
計
画

（
案
）
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
使
用
済

非
と
の
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
皆

様
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら…

」
と

伝
え
、
今
年
の
シ
ニ
ア
の
イ
ベ
ン
ト

と
20
周
年
に
つ
い
て
は
依
田
理
事

が
、
実
行
委
員
長
と
し
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
と
の
こ
と
。

　

な
お
、「
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
な

っ
た
役
員
を
ど
う
ぞ
応
援
よ
ろ
し

く
」
と
依
田
理
事
が
挨
拶
で
し
め
る

と
、
岩
渕
部
長
、
後
藤
副
部
長
さ
ん
、

小
宮
さ
ん
（
会
計
・
総
務
）
か
ら
「
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
花
束
が
依
田
理
事
に
渡
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。　

　

板
橋
区
商
店
街
連
合
会
で
、
女
性

の
役
員
は
初
め
て
と
の
こ
と
こ
れ
か

ら
も
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
商

店
街
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
続
い
た
懇
親
会

で
は
、新
部
長
の
初
仕
事
で「
皆
様
！

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
原
田
会
長
の
挨
拶
。
区
長

を
初
め
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
を
迎
え

て
カ
ラ
オ
ケ
、
お
花
の
抽
選
会
な
ど

楽
し
く
賑
や
か
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
原
田
会

長
と
依
田
理
事
と
の
息
ぴ
っ
た
り

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
の
ひ
と
コ
マ
も
。

　
「
商
店
街
は
た
だ
も
の
を
売
る
だ

け
で
な
く
、
社
会
貢
献
に
努
め
る
」

ま
さ
に
先
陣
を
切
っ
て
い
く
女
性

部
の
活
躍
は
都
内
を
初
め
全
国
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
女
性
部
は
ま
す
ま
す
元
気

な
花
と
な
り
20
周
年
に
向
け
て
大

き
く
花
開
い
て
い
く
よ
う
で
す
。

第19回

み
ペ
ナ
ン
ト
や
横
断
幕
の

再
利
用
と
し
て
、「
エ
コ

保
冷
バ
ッ
ク
」
を
完
成
さ

れ
３
つ
の
商
店
街
で
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
事
を
実
施
出

来
た
点
は
大
き
な
成
果
と

の
評
価
も
あ
っ
た
。

そ
の
為
、
本
年
度
は
、
引

き
続
き
参
加
協
力
い
た
だ

け
る
商
店
街
で
、
共
同
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
行
く

事
と
な
り
、
先
ず
は
７
月

に
開
催
す
る
意
向
と
な
っ

た
。

更
に
、
今
後
消
費
税
の
増

税
や
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化

が
予
想
で
き
る
こ
と
か
ら
、
商
店

街
同
士
の
連
携
を
図
る
と
同
時
に

お
互
い
の
地
域
特
性
を
生
か
せ
る

商
店
街
未
来
構
想
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
研
修

や
学
習
を
ふ
ま
え
戦
略
的
な
計
画

づ
く
り
に
着
手
す
る
よ
う
方
向
性

を
確
認
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
今
年
度
の
運
営
の
第
一
目

的
は
、
将
来
を
見
据
え
た
組
織
改

革
や
商
店
街
運
営
を
様
々
な
視
察

や
研
修
を
通
じ
て
着
実
に
未
来
構

想
戦
略
へ
結
び
付
け
て
行
く
事
を

最
善
策
と
し
て
行
く
事
と
な
っ
た
。


